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２

Ａ
の
計
算
に
当
た
り
、
最
高
区
画
喫
水
及
び
部
分
的
区
画
喫
水
に
つ
い
て
は
、
平
ら
な
ト
リ
ム
を
用
い
る
。
軽

荷
航
海
喫
水
に
つ
い
て
は
、
実
際
の
航
海
ト
リ
ム
を
用
い
る
。
い
か
な
る
航
行
状
態
に
お
い
て
も
、
計
算
さ
れ
た

ト
リ
ム
と
比
較
し
て
ト
リ
ム
の
変
差
が
Ls
の
〇
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
よ
り
大
き
い
場
合
に
は
、
す
べ
て
の
航
行
状
態

に
つ
い
て
、
Ａ
の
一
又
は
二
以
上
の
追
加
の
計
算
は
、
同
じ
喫
水
で
あ
る
が
異
な
る
ト
リ
ム
に
つ
い
て
一
の
計
算

に
つ
い
て
使
用
さ
れ
た
参
考
ト
リ
ム
と
比
較
し
て
ト
リ
ム
の
差
が
Ls
の
〇
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
未
満
と
な
る
よ
う
に

提
示
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

残
存
復
原
力
曲
線
の
正
の
復
原
て
こ
（
Ｇ
Ｚ
）
を
決
定
す
る
と
き
は
、
使
用
さ
れ
る
排
水
量
は
、
非
損
傷
状
態

の
も
の
と
す
る
。
す
な
わ
ち
、
浮
力
喪
失
法
に
よ
る
計
算
が
使
用
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

４

１
の
式
に
よ
つ
て
示
さ
れ
る
総
和
は
、
単
一
の
区
画
室
又
は
二
以
上
の
隣
接
す
る
区
画
室
が
浸
水
す
る
す
べ
て

の
場
合
に
つ
い
て
船
の
区
画
の
長
さ
方
向
（
Ls
）
に
わ
た
つ
て
行
わ
れ
る
も
の
と
す
る
。
非
対
称
な
配
置
の
場
合

に
は
、
Ａ
の
計
算
値
は
、
両
舷げ

ん

側
を
含
め
た
計
算
か
ら
得
ら
れ
る
平
均
値
と
す
べ
き
で
あ
る
。
こ
れ
に
代
え
て
、

最
も
不
利
な
結
果
と
な
る
こ
と
が
明
ら
か
な
舷げ

ん

に
対
応
す
る
値
を
用
い
て
も
よ
い
。

５

ウ
イ
ン
グ
区
画
室
が
設
け
ら
れ
て
い
る
と
き
は
、
こ
の
式
に
よ
つ
て
示
さ
れ
る
総
和
に
対
す
る
寄
与
は
、
ウ
イ

ン
グ
区
画
室
が
浸
水
す
る
す
べ
て
の
場
合
に
つ
い
て
行
わ
れ
る
。
こ
れ
に
加
え
て
、
当
該
寄
与
は
、
ウ
イ
ン
グ
区

画
室
及
び
こ
れ
に
隣
接
す
る
内
側
の
区
画
室
が
同
時
に
浸
水
す
る
す
べ
て
の
場
合
に
つ
い
て
も
行
わ
れ
る
も
の
と

す
る
。
た
だ
し
、
横
方
向
の
損
傷
が
船
舶
の
幅
Ｂ
の
二
分
の
一
よ
り
大
き
い
場
合
を
除
く
。
こ
の
第
七
規
則
の
適

用
上
、
横
方
向
の
損
傷
は
、
最
高
区
画
喫
水
の
水
平
面
で
船
体
中
心
線
に
対
し
直
角
に
船
側
か
ら
内
側
に
測
る
も

の
と
す
る
。

６

こ
の
第
七
規
則
の
規
定
に
従
つ
て
浸
水
の
計
算
を
行
う
に
当
た
り
、
船
体
の
損
傷
は
一
の
み
、
か
つ
、
自
由
表

面
は
一
の
み
を
仮
定
す
る
。
仮
定
す
る
垂
直
方
向
の
損
傷
範
囲
は
、
基
線
か
ら
喫
水
線
よ
り
上
方
の
い
ず
れ
か
の

水
平
水
密
区
画
ま
で
と
す
る
。
も
つ
と
も
、
一
層
小
さ
い
垂
直
方
向
の
損
傷
範
囲
が
一
層
重
大
な
結
果
を
も
た
ら

す
場
合
に
は
、
こ
の
よ
う
な
範
囲
を
仮
定
す
る
も
の
と
す
る
。

７

管
、
ダ
ク
ト
又
は
ト
ン
ネ
ル
が
仮
定
し
た
損
傷
の
範
囲
内
に
あ
る
場
合
に
は
、
浸
水
を
仮
定
し
た
区
画
室
以
外

の
区
画
室
へ
浸
水
が
広
が
ら
な
い
こ
と
を
確
保
す
る
措
置
を
と
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
主
管
庁
は
、
小
規
模

な
浸
水
の
広
が
り
に
つ
い
て
そ
の
影
響
を
容
易
に
抑
制
す
る
こ
と
が
で
き
、
か
つ
、
船
舶
の
安
全
が
損
な
わ
れ
る

も
の
で
な
い
こ
と
が
証
明
さ
れ
る
場
合
に
は
、
当
該
小
規
模
な
浸
水
の
広
が
り
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
七
e

一
規
則

係
数
pi
の
計
算

１

区
画
室
又
は
区
画
室
群
に
つ
い
て
の
係
数
pi
は
、
1.1
及
び
1.2
の
規
定
に
従
つ
て
次
の
記
号
を
用
い
て
計
算
す
る
。

ｊ
は
、
損
傷
に
関
係
す
る
最
後
部
の
区
域
の
番
号
と
し
、
船
尾
を
第
一
号
と
す
る
。

ｎ
は
、
損
傷
に
関
係
す
る
隣
接
す
る
損
傷
区
域
の
数
と
す
る
。

ｋ
は
、
損
傷
区
域
に
お
け
る
横
方
向
の
貫
通
に
対
す
る
障
壁
と
し
て
の
特
定
の
縦
通
隔
壁
の
番
号
と
し
、
外
板

か
ら
中
心
線
に
向
か
つ
て
数
え
る
。
外
板
は
、
ｋ＝

０
と
す
る
。

x1
は
、
Ls
の
船
尾
端
か
ら
当
該
損
傷
区
域
の
後
端
ま
で
の
距
離
と
す
る
。

x2
は
、
Ls
の
船
尾
端
か
ら
当
該
損
傷
区
域
の
前
端
ま
で
の
距
離
と
す
る
。

ｂ
は
、
最
高
区
画
喫
水
に
お
い
て
外
板
と
仮
定
し
た
垂
直
面
と
の
間
の
船
体
中
心
線
に
対
し
直
角
に
測
つ
た
横

方
向
の
平
均
距
離
と
し
、
メ
ー
ト
ル
で
表
す
も
の
と
し
、
仮
定
し
た
垂
直
面
は
、
係
数
pi
を
計
算
す
る
に
当
た
り

用
い
る
縦
方
向
の
限
界
の
間
に
あ
り
、
考
慮
す
る
縦
通
隔
壁
の
最
も
外
側
の
部
分
の
全
部
又
は
一
部
に
接
し
、
又

は
共
通
す
る
も
の
と
す
る
。
こ
の
垂
直
面
は
、
外
板
ま
で
の
横
方
向
の
平
均
距
離
が
最
大
に
な
る
が
、
当
該
垂
直

面
と
外
板
と
の
間
の
最
小
距
離
の
二
倍
を
超
え
な
い
よ
う
に
置
く
も
の
と
す
る
。
縦
通
隔
壁
の
上
部
が
最
高
区
画

喫
水
よ
り
下
方
に
あ
る
場
合
に
は
、
ｂ
の
決
定
の
た
め
に
用
い
ら
れ
る
垂
直
面
は
、
最
高
区
画
喫
水
ま
で
達
す
る

も
の
と
仮
定
す
る
。
い
ず
れ
の
場
合
に
お
い
て
も
、
ｂ
は
、
Ｂ
ii
２
を
超
え
な
い
も
の
と
す
る
。

損
傷
が
単
一
の
区
域
に
の
み
関
係
す
る
場
合
に
は
、
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損
傷
が
三
以
上
の
隣
接
す
る
区
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に
関
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す
る
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合
に
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、
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こ
れ
ら
の
場
合
に
は
、ｒ

（
ｘ
１
，
ｘ
２
，
ｂ
０
）
＝
０

と
す
る
。

1.1

係
数
p
（
x1
、
x2
）
は
、
次
の
式
に
よ
つ
て
計
算
す
る
。
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